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２ 共同幹事挨拶



• 一般会員︓173団体（令和8年3月17日時点）。

• R7第1回会議（令和7年7月3日）時点から、一般会員21団体が新規会員に。
No. 法人名

1 株式会社アトランス

2 BISOWA VILLAGE株式会社

3 有限会社碧

4 株式会社エアロネクスト

5 浜松貿易株式会社

6 キャンピングカー株式会社

7 浜松医科大学次世代創造医工情報教育センター

8 一般社団法人紡げ広がる良心

9 セブンイレブン浜松飯田北店

10 グローカル株式会社

11 ＪＦＥシビル株式会社 ※入会順

3 会員の状況

No. 法人名

12 東方ハーモニー株式会社

13 浜松磐田信用金庫

14 NTT西日本株式会社 静岡支店

15 有限会社南国電気通信設備

16
株式会社ヒューマン・インタラクション・
リノベーション・オフィス

17 Flexcompute

18 HMK Nexus株式会社

19 矢崎エナジーシステム株式会社

20 株式会社オーエン浜松

21
坂井不動産鑑定士・土地家屋調査士
行政書士事務所



４ 今年度の活動報告



日時︓2025年9月17日（水）14:30〜16:10
会場︓えんてつホール（浜松市中央区旭町12-1遠鉄百貨店新館8F）／オンライン（Zoomウェビナー）

「ドローン航路」利活用セミナー

【参加者】
現地参加 41名
Web参加 121名

合計162名



項目 内容

基調講演 アーキテクチャの観点から見た協調領域と競争領域
慶應義塾大学大学院教授／浜松市フェロー 白坂成功氏

一般講演
事例から学ぶ浜松市におけるドローンサービスの社会実装の可能性

株式会社日立コンサルティングシニアマネージャー 関尚文氏、
マネージャー 篠原大輔氏

一般講演 地域から見たドローン航路の可能性
山ノ舎代表 中谷明史氏

パネル
ディスカッション

地域における持続可能なドローンサービスとは
パネリスト／白坂氏、関氏、中谷氏
モデレーター／
株式会社トラジェクトリー
代表取締役社長 小関賢次氏

「ドローン航路」利活用セミナー



参加者属性

・ドローンセミナー参加者 ・コンソーシアム会員企業 ・ドローン利活用に関心のある市内外企業
・浜松市内の高専・大学・研究機関 等

グループ編成方法

『浜松版MaaS構想』の重点４分野「ウェルネス・医療・福祉」「交通・物流」「産業・観光」「防災・安全」
から参加者の希望を提出してもらい、希望分野ごとにグループを編成（計5グループ）

タイトル 浜松市天竜川水系「ドローン航路」サービス創出ワークショップ
開催日程 2025年10月17日（金）13:30~16:45
開催場所 浜松市福祉交流センター 小ホール（浜松市中央区成子町140-8）
参加費 無料
参加者 28名

背景と目的

浜松市に整備されたドローン航路という地域資産について多様な参加者が議論を交わすことで、
地域課題解決・住民のWell-Being向上に向けた新たなサービスアイディアの創出を支援するこ
とを目的とする。
参加者は、浜松市の地域課題に対するドローン活用の可能性を探り、ユニークで実現を検討でき
る「アイディア」を創出する。

「ドローン航路」サービス創出ワークショップ



「ドローン航路」サービス創出ワークショップ



自動運転セミナー
日時︓2026年2月6日（金）13:30〜15:30 ※16︓00までMTRA展示有
会場︓浜松市地域情報センター（浜松市中央区中央一丁目12-7）／オンライン（Zoomウェビナー）

【参加者】
現地参加 37名
Web参加 119名

合計156名



項目 内容

基調講演 自動運転／マイクロモビリティと地域の接続
岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 環境コース准教授 中村俊之氏

一般講演
今あるクルマを自動運転へ
〜既存モビリティへの後付けシステムが拓く地域の柔軟な移動手段〜

東海クラリオン株式会社 代表取締役 安部源太郎氏

一般講演
スズキが描く将来のモビリティインフラ構想
〜次世代モビリティサービスを支える技術と開発事例〜

スズキ株式会社 モビリティ連携基盤開発部部長 杉村嘉秋氏

パネル
ディスカッション

浜松市における持続可能なモビリティの未来
パネリスト／中村氏、安部氏、杉村氏
モデレーター／浜松市フェロー 西村真里子氏

自動運転セミナー



●活動について
・取組紹介
・技術やサービス
●参画背景と目的
・参画経緯
・課題意識
・コンソへの期待
●地域課題への貢献
・課題への想い
・参画の成果
●今後の展望
・取組発展イメージ
・サービス展開可能性
・未来像

会員紹介

コンソーシアムホームページリニューアルについて



5 来年度の活動予定



令和８年度のコンソーシアム取組予定

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●コンソーシアム会議／
ドローン部会会議

●JapanDrone出展
（6/3〜5）

コンソーシアム会議／
ドローン部会会議●

サービス創出支援プログラムの実施 ／ 年４回程度を想定

＜実施時期未定＞
・市民向けドローン体験・学習イベントの実施
・児童・生徒を対象とした専門家講師の派遣



Japan Drone／次世代エアモビリティEXPOは
新たな産業創出と国際競争力の強化に貢献する展示会です。

令和８年度のコンソーシアム取組予定



６ 会員のモビリティ関連のプロジェクト
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「デジタルインフラ整備による地域課題解決」
モーダルシフト輸送案及び検証状況について

1

国土交通省 モーダルシフト等推進事業
三遠モーダルシフト協議会
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国土交通省 地域連携モーダルシフト等促進事業(採択ページ)

2国土交通省︓https://cxhub.jp/regional-modal-shift/pdf/aichi.pdf
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事業の実施内容（詳細）

 各地域・業種のプレイヤーが参画する協議会の立ち上げ
 物流実態・課題の共有と方向性の調整を実施
 事務局、理事、会議体の決定
 分散物流管理システムの管理、運営

①協議会の設立

 各物流会社により、現行の輸送ルート、荷量、時間・コストなどを分析
 モーダルシフト可能な配送ルートや車両などの手段、担い手などを調査
 想定される期待効果について、各物流会社、荷主、鉄道会社などにヒアリン

グを実施

②現状の物流のデータ化

 モーダルシフト可能な配送ルートや車両などの手段、担い手などにおいて配送
指示や状況の確認、履歴などを管理し、事業者や車両などをシームレスにつ
なぎ利用可能なシステムを構築

 荷主から、注文主までの配送のトレーサビリティが担保可能な機能を構築
 配送事業者の既存システムに依存しない機能設計

③分散物流管理システムの構築

 地理的・機能的観点から、奥三河・浜松エリアに廃校などを活用した共同倉
庫を整備

 共同倉庫設置候補地は浜松市天竜区二俣・佐久間町浦川・東栄町の3
拠点とし、以降増設

 共同倉庫では、荷物の受け渡しやローリングストックなどの備品管理、各種モ
ビリティの充電などを実施

④共同倉庫候補地の選定・整備

 料金体系、決済方法、請求方法、請求額算出方法に関する検討
 荷物の小口化が可能な荷物の抽出
 車両の空き時間を活用した分散・非同期輸送方法（鉄道、電気自動車、

ドローン・コミュニティバスへの振り分け、配送時間、配送先、配送事業者など
の組み合わせ）の検討

⑤輸送手段の再構成

 実地の運行テスト（例︓佐久間→鉄道→浦川→コミュニティバス／ドローン
→東栄町→コミュニティバス／ドローン→新城市／設楽町/豊根村）を行い、
効果を検証

 電気自動車や電気三輪車を使用した小口配送、地域の鉄道車両を用いた
配送、ドローンの配送、東栄町・設楽町・豊根村・天竜地区の自治体コミュ
ニティバスを利用したモーダルシフトを検証

 自動走行車両のリモート操縦技術や、室外における車両や人の位置管理
技術の実証

⑥実証実験の実施
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三遠モーダルシフト協議会 体制図
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遠州鉄道

豊根
村

JR東海道線
JR東海道線

東三河ドローン・リバー
構想推進協議会

【愛知県豊川市/新城市】

一般社団法人
和栗協議会

三遠モーダルシフト協議会
【愛知県東栄町・設楽町・豊根村】

浜松市モビリティサービス
推進コンソーシアム
【静岡県浜松市】

三遠モーダルシフト協議会 協議会関係図

5
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三遠モーダルシフト協議会 路線図（鉄道＋バス＋ドローン航路）

6

遠州鉄道

豊根村

JR東海道線
JR東海道線
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三遠モーダルシフト協議会設立式 2026年2月3日 東栄町役場

7

三遠モーダルシフト協議会 2/3設立式
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三遠モーダルシフト協議会 実証実験概要

8

販売拠点

モーダル

※図・矢印の意味

拠点運用における自動化実証実験

実証実験①
（水窪〜東栄町エリア）

実証実験③
（浜北〜掛川エリア）

JR東海道線

大井川鐵道

JR東海道線

豊根ｸﾞﾘｰﾝﾎﾟｰﾄ宮嶋

杜ノフロント
YARD307

水窪スーパーまきうち
東栄町花まつりの湯

浦川コワーキング

道の駅したら

掛川やさいバス食堂
遠州百貨店

春華堂 Nicoe

JR飯田線

天竜浜名湖鉄道

遠州鉄道

豊川ドローン航路

天竜川ドローン航路

東栄ドローン航路

豊鉄バス

北設バス

４足歩行ロボット

４足歩行ロボット

1/26

1/20

調整中

1/26

2/10

実証実験②
（浜松市内エリア）

実証実験④
（豊川エリア）

実証実験⑤
（拠点運用における自動化実証実験）

４足歩行ロボット

1/27
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 実証実験を実施した配送網の事業化
 モーダルシフトによる配送網の拡大

① 東栄町・設楽町・豊根村の、路線バ
ス非対応エリア住民の生活品質向上

例）ドローン航路の整備、配送網の構
築など

②東栄町・設楽町・豊根村の農産品加
工品出荷による産業振興

例）野菜バス食堂(掛川)への出荷など

今後の取り組み



会員が実施しているモビリティ関連のプロジェクト

様々な場面で、ドローンの活用が検討さ
れている中、ドローンサービスを実施する、
サービス事業者のサービス品質が今後の
サービス拡大において重要なポイントと
なっています。

ドローン業界では、2024年8月に「ド
ローンサービスの品質－ドローンサービス
事業者に対するプロセス要求事項
（JISY1011）」という国家規格
（JIS）が制定されたことに加えて、
2024年9月には、DSPAで「ドローン
サービス品質（DSQ）認証」をローンチ
いたしました。

今後、様々なシーンでJISの引用や、認
証制度の活用などが検討されており、そ
のような業界動向を、より多くのドローン
事業者様に知っていただきたく、研修会
を実施しております。

ドローンサービス品質（DSQ）認証制度の説明とJIS Y1011の解説という形で構成し、認証
制度に関する内容をドローンサービス推進協議会（DSPA）が、JIS Y1011の解説を日本品
質保証機構（JQA）が実施させていただきます。
研修会実施後は、個別相談や質疑の時間も設けたいと考えております。

第一部
『ドローンサービス品質（DSQ）認証制度の説明 （仮） 』
一般社団法人ドローンサービス推進協議会

第二部
『ドローンサービスの品質­ドローンサービス事業者に対するプロセス要求事項
（JIS Y1011）の解説（仮）』
一般財団法人日本品質保証機構

第三部
個別相談・質疑

※開催は浜松市様と連携して、参加希望者数に応じて時期や開催方法などを検討させていた
だきます。
※実施内容については過去実施の事例より。必要に応じて実施時までに調整させていただきた
いと考えています。
※別途アンケートを送付いたしますので、実施に向けた回答をお願いできればと思います。

■背景･目的 ■概要

JIS Y1011とドローンサービス品質（DSQ）認証制度についての研修会
■プロジェクト名称

一般社団法人ドローンサービス推進協議会（DSPA）
■実施団体



一般社団法人ドローンサービス推進協議会（DSPA）について

ドローンサービスを提供する事業者（ドローンサービサー）は、
法令への順守、安全への配慮はもちろん実施するわけですが、
ドローンサービスを依頼するユーザーからは、事業者のサービ
スの充実度や契約等の事務能力に関する情報は得にくいといっ
た声も聞かれ、健全なサービス事業を展開するうえで、サービ
スの標準化に対する期待が大きくなっています。

また，ドローンサービサーもこのような標準に適合することが
今後のマーケティング戦略の重要な切り札となり，プロモー
ションに大きく貢献できることが期待されます。

私どもDSPAは、そうした要望に応え、多岐にわたるドローン
サービス事業の更なる発展を目指すために設立されました。

鈴木真二
DSPA代表理事、東京大学名誉教授／特任教授



JIS Y1011の制定

経済産業省プレスリリース
https://www.meti.go.jp/press/2024/08/20240820001/20240
820001-2.pdf

2024年8月20日にJIS Y1011が制定されました。
以下経済産業省プレスリリースより抜粋。

本規格では、ドローンサービス事業者が、ドローンサービスの提供に当たり、
一定の品質を確保するために必要なプロセス等の要求事項を規定しました。

具体的には、ドローンサービスの提供体制の構築やサービスの提供、継続的改
善のための見直し等について、以下のような事項の実施等をドローンサービス
事業者に求めています。

• 人員の能力の管理
• サービスを設計するために必要な情報の収集
• 飛行中に発生した事故などへの対策
• ドローンサービス実施後のモニタリング（設計どおりのサービスが実施され

たこと、顧客満足等の確認）の実施
• モニタリング結果に基づいた定期的なサービスの見直しと改善策の策定
等

本JIS の要求事項をドローンサービス事業者が満たすことにより、ドローン
サービスの品質向上に貢献し、ドローンサービスの信頼性が高まることで、ド
ローンサービス市場が拡大することが見込まれます。また、ドローンの更なる
活用を通じて、労働力不足や災害時の対応等の一助となることが期待されます。

※日本産業標準調査会（JISC）のHP（https://www.jisc.go.jp/）から、
「Y1011」でJIS 検索する
と本文を閲覧できます。

https://www.meti.go.jp/press/2024/08/20240820001/20240
https://www.jisc.go.jp/


ドローンサービス品質認証について

認証制度を構築することで、ドローン事業者を客観的に評価することが可能。
ドローン事業者のサービス品質を一定の水準以上に保つことができる。

DSPAでは、ドローンサービス事業者を対象とした認証制度の構築を行っており、2024年
9月24日に認証制度のローンチを行いました。

認証の基準としては「ドローンサービスの品質－ドローンサービス事業者に対するプロセ
ス要求事項（JISY1011）」を採用し、その要求事項を元に審査を行っていきます。

〇認証取得のメリット
• ユーザーへのプロモーション
• 自社のブランディング
• 公共案件等の受託可能性向上

産業標準化法 第七章 第六十九条に日本産業規
格の尊重と定められている

第七章 雑則
（日本産業規格の尊重）
第六十九条 国及び地方公共団体は、鉱工業に関する技術上の基準
を定めるとき、その買い入れる鉱工業品に関する仕様を定めるとき
その他その事務を処理するに当たつて第二条第一項各号に掲げる事
項に関し一定の基準を定めるときは、日本産業規格を尊重してこれ
をしなければならない。



DSQ認証の活用について
デジタルライフライン全国総合整備計画で公開されているドローン航路運航ガイドラインにも、JISを参考にサービス品質を確保
することが望ましいと、JISに準拠することが推奨されており、DSQ認証を取得することでその証明になります。
このほかにも今後このような形でJISの引用などが広がっていくと考えられます。

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_
service/digital_architecture/drone2/siryou6
unnkouguideline.pdf

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_


その他、講習会では認証制度の詳細について説明をさせていただきます。



JIS Y1011につきましても、全体の構成や特徴、規格に対応する際のポイントをお伝えさせていただ
きます。



一般社団法人ドローンサービス推進協議会

TEL︓03-6890-7736
mail : info@dspa.or.jp
URL : https://dspa.or.jp/

mailto:info@dspa.or.jp
https://dspa.or.jp/


乱流解析を軸にし
た無人航空機の
運航効率向上の
ための研究

2026年3月17日 桜美林大学 航空学群 伊藤研究室 伊藤貢司

浜松市モビリティサービス推進コン
ソーシアム令和7年度第2回会議

活動報告



自己紹介
静岡県御殿場市出身
空の安全を、経験とデータの両方から考えてきた.
運航の現場で風や揺れの様々な特性を経験
•JAL,FDAでは機長として運航の現場を経験
•ドローン操縦も実際に経験
•この2つの経験から、空気の乱れを“感覚”だけでなく“データ”で捉えたい
•それが、現在の乱気流研究につながっている

機長歴20年
JAL〜

ドローン操縦歴10年
＠自宅周辺

プログラミング歴50年
沼津高専〜

データ分析歴12年
FDA~



ドローンは
低高度の風の

影響を強く受ける

いつ飛ばせ
るか

どこを飛ば
せるか

どのくらい
乱れるか

どのくらい
電池を消耗

社会実装が進むほど、“風をどう読むか”が重要になる



平均風速/最大風速だけでは、運航の難し
さは見えない 自らの経験より

昨日朝 自宅の風速実測値
最大風速5.7m/s

平均風速 2m/s

上下変動には
規則性あり

風速が急増/急減する
程度を確率で表現
例：4m/s以上吹く確率
○%

乱流指数0.6m/s

飛行機、無人航空機の
速度、姿勢変化を確率
で表現
例：5度以上傾く確率
○％



乱流指数研究の歩み
理論 機材 データ 2023年 2024年 2025年 2026年

風

姿勢

風

姿勢

自宅庭

静岡空港他

理論に基づく
乱流指数を確認完了

乱流指数とドローンの揺
れの関係を実証中

自宅庭

論文発表済

論文執筆中

※Strato Visionホームページより引用

※

？



乱流指数はドローンの動揺と強い相関

乱流指数が大きいケースほど、
ドローンの動揺も大きい
乱流指数は「風が乱れている」だけ
でなく、その乱れがドローンの運動
として現れている程度を反映してい
る可能性が高い

今後は他の機体でも調査

ロ
ー
ル
変
化

ピ
ッ
チ
変
化

高
度
変
化

加
速
度
変
化

乱流指数 乱流指数

乱流指数



乱気流研究は
無人航空機運航の
どこに効くのか

•離着陸場の評価
どこで風が乱れやすいか
•運航可否判断
飛ばす/飛ばさないを平均/最大
風速だけで決めない
確率○％で風速変動○m/sが起
こると表現
•ルート設計
地形や構造物の影響を考慮した
安全側の経路設計

浜松市モビリティサービス推進コンソーシアムHPより引用

！！

！！

○○

一例
風速計、ドローン搭載風
速計を要所に配置 ＆
ドローンの動揺をリアル
タイム解析

































７ 意見交換


